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１．おおた高齢者施策推進プランについて 

大田区では、高齢者が元気な状態を維持し、介護が必要になった場合でも住み慣れた地域でいつまで

も暮らし続けることができるよう、地域包括ケアシステムの深化・推進のため、区が行う事業・取組につ

いてまとめた「おおた高齢者施策推進プラン」を３年ごとに策定しています。 

令和６年度から８年度を計画期間とする今期の計画においては、以下のような基本理念・基本目標を

設定し、取組を進めていきます。 

 

【計画の基本理念】 

 

 

 

基本目標１ 一人ひとりが生きがいや役割をもって輝けるまち 

●高齢者全体の８割以上を占める、支援や介護を必要としていない元気な高齢者に健康の維持や増

進に向けた支援を行います。地域や社会で自分にあったスタイルで働いたり、また社会参加・介

護予防など様々な活動を行ったりすることで、生きがいや役割をもって輝きながら暮らせるまち

をめざします。 

●これまでの人生で培ってきた経験や知識を生かしながら、地域活動の担い手として、さらにその

育成に関わる人が増えていく取組を進めます。 

 

基本目標２ サービスが必要になっても、自分らしい暮らし方を実現できるまち 

●支援や介護が必要となった高齢者が、地域の中で自分らしく暮らすために必要な介護や在宅医療

等のサービスについて、今後、介護人材の確保が一層困難となると考えられるなどの状況にあっ

ても、効果的かつ効率的に提供される体制整備を推進していくことをめざします。 

 

基本目標３ 住み慣れた地域で安心して暮らせるまち 

●高齢者が地域の中で、個人の生命や身体・財産等が十分に守られながら安心して生活を営めるよ

う、普段の生活で不安と感じる「住まいの確保」や「地域の多様な主体による見守り」、また、

「災害等の緊急時における危機管理の実践」などに向け、必要なサービスが地域の多様な主体に

より、適切、かつ、円滑に提供される体制の構築を推進していきます。 

 

基本目標４ 思いやりの気持ちで互いに助け合い、尊厳をもって暮らせるまち 

●地域で暮らす高齢者を支えるため、地域住民をはじめ多様な主体が互いにつながり、助け合うま

ちづくりを進めます。 

●団塊の世代全てが 75 歳以上となる 2025 年はもとより、2040 年代には人口構成やそれに伴う社

会構造が大きく変化することにより、高齢単身世帯の拡大や介護ニーズの高い後期高齢者の増

加、生産年齢人口の減少等が見込まれます。こうした社会変化の中で顕在化する地域生活課題に

的確に対応していくため、地域包括ケアシステムの中核である地域包括支援センターの機能強

化を図り、また、高齢者を支える地域の多様な主体によるネットワークと公的なサービスによる

包括的な支援を可能としていく仕組みを構築していきます。 

高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らせるまちをつくります 

音声 

コード 
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２．大田区の高齢者をとりまく状況 

（１）大田区の人口及び高齢者数の推移と将来推計 

 
 

（２）高齢単身世帯数・高齢夫婦世帯数の推移と将来推計 

 
 

（３）大田区の要介護・要支援認定者数の推移と将来推計 
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●令和３年～４年にかけて総人口の減少

がみられましたが、その後は増加が続く

と推計されます。 

●なお、前期高齢者（65～74歳）は令和８

年まで減少した後、増加に転じる見込み

です。また、後期高齢者及び高齢者全体

の数は増加が続くと推計されます。 

●要介護・要支援の認定を受けている方

（認定者）は、令和５年時点で約 3.2万

人であり、以降も増加傾向にあります。 

●認定者数は今後も増加が続くと予想さ

れ、第９期計画の最終年度である令和８

年には 3.4万人に達する見込みです。 

●高齢単身世帯と高齢夫婦世帯（65歳以上

の夫と 60歳以上の妻のみからなる世帯）

は、令和２年時点で全世帯の 17.6%を占

めています。 

●いずれの世帯も増加が続いており、今後

も増加が見込まれます。 

（推計値） 

（推計値） 

（推計値） 

音声 

コード 

※出典：大田区住民基本台帳 
 （令和 6 年以降は推計値） 

※出典：国勢調査（令和 7 年以降は推計値） 

※出典：介護保険事業状況報告 
（令和 6 年以降は推計値） 
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（４）介護予防・重度化防止の取組       （５）地域活動への参加意向  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）区に求める事業やサービス 
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高齢者への就労支援

高齢者の社会参加・ボランティア・交流の促進

介護が必要にならないための介護予防事業の充実

高齢者の見守り体制の充実

困ったときに気軽に相談ができる体制の整備

認知症高齢者への支援

家族介護者への支援

介護サービス事業者の質の向上や不正行為の防止

住み慣れた地域での生活を24時間支える介護サービスの整備

特別養護老人ホーム等の施設の増設

地域全体で高齢者を支援する仕組みづくり

災害時に高齢者を支援する体制の整備

その他

わからない

特にない

無回答

元気高齢者と要支援認定を受けている高齢者

要介護認定を受けている高齢者

（％）

●今後、区が特に力を入れて取り組むべきと考えられる事業・サービスについては、「困ったときに気軽

に相談ができる体制の整備」や「家族介護者への支援」などの高齢者やその家族を支援する取組や体

制の整備等が求められています。 

●充実した高齢期を過ごすことを目指し、区内

の元気高齢者等が様々なことに取り組んでい

ることがうかがえます。 

●地域づくりの活動に参加することに対し、元

気高齢者等では肯定的な意見が多く見られ

ますが、要介護認定者においては、「参加した

くない」が約５割となっています。 
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足腰の筋力を鍛えること

バランス能力を高めるような運動をすること
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バランスの良い食生活をすること

タバコを吸わないこと（禁煙・減煙・分煙）

お酒の飲み方に気を付けること（休肝日を設ける等）

定期的に健康診査を受けること

歯と口の清潔を保ち、かむ力を維持すること

近所づきあいをすること

趣味を持つこと

仕事をすること

地域活動やボランティアに参加すること

認知症にならないように脳トレをすること

その他

特にない

無回答

充実した高齢期の生活を送るために、

これから取り組んだほうがよいこと

充実した高齢期の生活を送るために、

今実践していること

（％）

音声 

コード 
※(4)～(6)出典：令和４年度大田区高齢者等実態調査 
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是非参加したい 参加してもよい 参加したくない 既に参加している 無回答
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３．大田区の日常生活圏域 

大田区では、地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた取組を効果的に進めるため、18 の日常生活

圏域と４つの基本圏域を設定しています。 

第９期計画においても、以下のような３層圏域による相互連携を深め、18 の日常生活圏域の実情に即

した地域包括ケアシステムのさらなる推進に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大田区の日常生活圏域】 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■日常生活圏域（18 特別出張所の区域） 

地域包括支援センターが核となり、地域拠点の特別出張所と連携しながら、地域の

多様な資源をつなぎ、介護予防・生活支援を中心とした地域づくりを進めていく圏域。 

■基本圏域（大森、調布、蒲田、糀谷・羽田） 

地域福祉課が中心となり、複数の日常生活圏域にわたる地域課題や、高齢者・障が

い者・子育て世帯などの専門的・分野横断的な課題に対する支援など、管内の地域包

括支援センターと協力し解決を図る圏域。 

■区全域 

18 の日常生活圏域、４つの基本圏域における取組を下支えし、多機関の協働・連携により包括的に支援する圏域。 

音声 

コード 
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４．大田区の取組（大田区高齢者福祉計画・第９期大田区介護 

 

  
大田区では第８期計画において、団塊の世代の方が75歳以上になる2025年、高齢者人口がピークを迎える2040年を見据え、地域包括ケアシステムの深化・推進に取り組
んできました。第９期計画においても引き続き、「高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らせるまちをつくります」を基本理念に、地域包括ケアシステムの深化・推進と、大田区
らしい地域共生社会の実現に向け様々な取り組みを進めます。

基本構造

地域共生社会
構築の基盤

公 的 支 援
（フォーマル
サービス）
・保険給付
・その他の
行政サービス

高齢者福祉計画・介護保険事業計画
の推進にあたっては、めざすべき方向
性や取組の視点などについて、地域福
祉計画との調和を保ったものとします。

●地域の複雑・複合化した生活課題を抱える高齢者等の支援につなげていくため、地域包括支援センターをはじめとする様々な相談支援機関との連携等により必要な社会資源や公
的サービスを組み合わせた地域ネットワークの強化を図ります。
●高齢者の地域における生活支援・介護予防においては、参加の輪をその家族や現役世代にも広げ、多様な主体の参画による『互助』が充実した地域づくりに取り組み、地域全体の
活性化を図ります。
●地域包括支援センターを含む多様な主体が互いに連携を深め、培ったノウハウを世代・分野を超えた課題解決につなげていきます。また、福祉分野の上位計画である「大田区地域
福祉計画」に定められる方向性との調和を図りながら、地域包括ケアシステムの深化・推進により、「大田区らしい地域共生社会の実現」を図ってまいります。
●これらの取組にあたっては、これまでと同様に「切れ目のない支援」「地域力」「新たな取組の導入」の３つの視点をふまえ、PDCAサイクル*による事業評価・検証のもとに取組内容
を充実・改善していきます。さらには、「DXの推進」を新たな視点として加え、地域ネットワークや関係機関等との連携、情報共有の効率化を図ってまいります。

切れ目のない支援 新たな取組の導入 ＤＸの推進

非公的支援（インフォーマル

サポート）のプラットホーム

医 療
住 ま い

介 護

生 活 支 援 介 護 予 防

高齢者の地域の身近な窓口
として各機関と連携し、
相談支援の中核を担います

地域包括支援センター社会福祉協議会
（おおた成年後見センター・

おおた地域共生ボランティアセンター・
大田区 いきいき しごと ステーション）

病院・診療所・薬局

警察・消防

在宅医療相談窓口

ＪＯＢＯＴＡ（大田区生活再建・
就労サポートセンター）

居宅介護支援事業所
介護サービス事業所

大田区役所

居住支援協議会

シルバー人材センター

障がい者総合サポートセンター

●大田区地域福祉計画●

大田区らしい地域共生社会
の実現に向けて
～ともに支え合い
地域力ではぐくむ
安心して暮らせるまち～

①孤立を生まない・多様性を
認め合う地域づくり

②地域の多様な主体の参加の

推進

③分野横断の包括的支援体制
の強化

相互に調和を
図ります

施設・居住系サービス

企業・事業者

非公的支援
（インフォーマル
サポート）

・地域組織化活
動(社会福祉協
議会等)
・互助

地 域 力

民生委員、認知症サポーター、フレイル予防リーダー等

自治会・町会、商店街、シニアクラブ、ボランティア団体等

包括的相談支援 参加支援 地域づくり に取り組み、一人も取り残さない重層的な支援を行います

音声 

コード 



-6- 

保険事業計画概念図） 

  

音声 

コード 

大田区では第８期計画において、団塊の世代の方が75歳以上になる2025年、高齢者人口がピークを迎える2040年を見据え、地域包括ケアシステムの深化・推進に取り組
んできました。第９期計画においても引き続き、「高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らせるまちをつくります」を基本理念に、地域包括ケアシステムの深化・推進と、大田区
らしい地域共生社会の実現に向け様々な取り組みを進めます。

基本構造

地域共生社会
構築の基盤

公 的 支 援
（フォーマル
サービス）
・保険給付
・その他の
行政サービス

高齢者福祉計画・介護保険事業計画
の推進にあたっては、めざすべき方向
性や取組の視点などについて、地域福
祉計画との調和を保ったものとします。

●地域の複雑・複合化した生活課題を抱える高齢者等の支援につなげていくため、地域包括支援センターをはじめとする様々な相談支援機関との連携等により必要な社会資源や公
的サービスを組み合わせた地域ネットワークの強化を図ります。
●高齢者の地域における生活支援・介護予防においては、参加の輪をその家族や現役世代にも広げ、多様な主体の参画による『互助』が充実した地域づくりに取り組み、地域全体の
活性化を図ります。
●地域包括支援センターを含む多様な主体が互いに連携を深め、培ったノウハウを世代・分野を超えた課題解決につなげていきます。また、福祉分野の上位計画である「大田区地域
福祉計画」に定められる方向性との調和を図りながら、地域包括ケアシステムの深化・推進により、「大田区らしい地域共生社会の実現」を図ってまいります。
●これらの取組にあたっては、これまでと同様に「切れ目のない支援」「地域力」「新たな取組の導入」の３つの視点を踏まえ、PDCAサイクルによる事業評価・検証のもとに取組内容を
充実・改善していきます。さらには、「DXの推進」を新たな視点として加え、地域ネットワークや関係機関等との連携、情報共有の効率化を図ってまいります。

切れ目のない支援 新たな取組の導入 ＤＸの推進

非公的支援（インフォーマル

サポート）のプラットホーム

医 療
住 ま い

介 護

生 活 支 援 介 護 予 防

高齢者の地域の身近な窓口
として各機関と連携し、
相談支援の中核を担います

地域包括支援センター社会福祉協議会
（おおた成年後見センター・

おおた地域共生ボランティアセンター・
大田区 いきいき しごと ステーション）

病院・診療所・薬局

警察・消防

在宅医療相談窓口

ＪＯＢＯＴＡ（大田区生活再建・
就労サポートセンター）

居宅介護支援事業所
介護サービス事業所

大田区役所

居住支援協議会

シルバー人材センター

障がい者総合サポートセンター

●大田区地域福祉計画●

大田区らしい地域共生社会
の実現に向けて
～ともに支え合い
地域力ではぐくむ
安心して暮らせるまち～

①孤立を生まない・多様性を
認め合う地域づくり

②地域の多様な主体の参加の

推進

③分野横断の包括的支援体制
の強化

相互に調和を
図ります

施設・居住系サービス

企業・事業者

非公的支援
（インフォーマル
サポート）

・地域組織化活
動(社会福祉協
議会等)
・互助

地 域 力

民生委員、認知症サポーター、フレイル予防リーダー等

自治会・町会、商店街、シニアクラブ、ボランティア団体等

包括的相談支援 参加支援 地域づくり に取り組み、一人も取り残さない重層的な支援を行います
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５．大田区高齢者福祉計画・第９期介護保険事業計画の体系図 

 

  
地域包括ケアシステムの深化・推進と大田区らしい地域共生社会の実現に向けて

基
本
理
念

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

基本目標１
一人ひとりが生きがいや
役割をもって輝けるまち

基本目標２
サービスが必要になっても、
自分らしい暮らし方を
実現できるまち

基本目標３
住み慣れた地域で
安心して暮らせるまち

基本目標４
思いやりの気持ちで
互いに助け合い、

尊厳をもって暮らせるまち

１ 高齢者の就労・
地域活動の支援

〇 高齢者の多様なニーズに応える、新しい高齢期の働き方を支えます
〇 就労や社会参加を支援する関係機関との連携を強化し、各々の強みを生かす取組を進めます

２ 多様な主体による
介護予防・生活支援の充実

〇 多様な主体による介護予防・生活支援の体制づくりを進めます
〇 自立支援に向けた規範的統合の推進とケアマネジメントの質の向上をめざします

３ 介護予防・フレイル予防の推進

○ 高齢者が取り組みやすく、継続できる効果的な介護予防事業を推進します
〇 「運動・栄養+口腔・社会参加」への取組を啓発し、フレイル予防の拡充を図ります
〇 多様な通いの場の確保と利用促進を進めます
〇 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に取り組みます

４ 介護人材対策の推進と
サービス基盤の充実・
医療と介護の連携

〇 多様なサービス基盤を整備します
〇 業務の効率化・外国人人材を含む多様な介護人材の確保・育成・定着に向けた取組を進めます
〇 自立支援・重度化防止に資する介護サービスをめざします
〇 医療と介護の連携を推進します
○ 仕事と介護の両立支援に取り組みます

５ 効果的・効率的な
介護給付の推進

〇 適切かつ公平な要介護認定に向けた取組を進めます
〇 自立支援に資するケアマネジメント力を強化します
○ 適切な介護報酬請求を促し、介護事業者の健全な運営を支援します

６ 住まい確保への支援
〇 居住支援の事業・取組を充実し、施設整備を含めた高齢者の住まいの確保を図ります
〇 住まいに伴う生活支援サービスの提供に取り組みます

７ 見守り体制の強化・推進
〇 地域の多様な主体の参画による見守りネットワーク事業の拡充を進めます
〇 ひとり暮らし高齢者の孤立化防止を進めます

８ 災害時等に備える体制の強化

〇 平常時から災害時・緊急時を想定し、健康面での危機管理に配慮する視点ももちながら備える
体制づくりを進めます

〇 避難に支援を必要とする方の、緊急時の避難行動に関する計画作成を支援します
〇 災害によらない緊急時にも、関係機関との円滑な連携により対応します

９ 権利擁護支援・個人の尊重

〇 成年後見制度等の周知・利用促進に努めます
〇 人生を安心して暮らせるよう老いじたくを支援します
〇 高齢者の尊厳ある生活を支援します
〇 権利擁護の促進に資する体制の整備を図ります

10 多様な主体が参画する
地域づくりの支援

〇 生活支援サービスの体制整備を図ります
〇 高齢者を中心とした地域の多様な主体が集い、活動する拠点を構築します

11 地域共生社会を見据えた
地域包括ケアの体制づくり

〇 地域包括支援センターの相談支援機能等の強化を推進します
〇 地域ケア会議を通じて、地域の課題解決に向けた取組を推進します
○ 高齢者の地域での在宅生活を支えます

12 共生と予防を軸とした
認知症高齢者への支援

〇 認知症の共生と予防への理解を深める地域づくりを進めます
〇 早期診断・早期対応のための体制整備を推進します
〇 若年性認知症への支援を推進します

基本目標 施策 施策の方向性

音声 

コード 
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音声 

コード 

地域包括ケアシステムの深化・推進と大田区らしい地域共生社会の実現に向けて

基
本
理
念

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す

基本目標１
一人ひとりが生きがいや
役割をもって輝けるまち

基本目標２
サービスが必要になっても、
自分らしい暮らし方を
実現できるまち

基本目標３
住み慣れた地域で
安心して暮らせるまち

基本目標４
思いやりの気持ちで
互いに助け合い、

尊厳をもって暮らせるまち

１ 高齢者の就労・
地域活動の支援

〇 高齢者の多様なニーズに応える、新しい高齢期の働き方を支えます
〇 就労や社会参加を支援する関係機関との連携を強化し、各々の強みを生かす取組を進めます

２ 多様な主体による
介護予防・生活支援の充実

〇 多様な主体による介護予防・生活支援の体制づくりを進めます
〇 自立支援に向けた規範的統合の推進とケアマネジメントの質の向上をめざします

３ 介護予防・フレイル予防の推進

○ 高齢者が取り組みやすく、継続できる効果的な介護予防事業を推進します
〇 「運動・栄養+口腔・社会参加」への取組を啓発し、フレイル予防の拡充を図ります
〇 多様な通いの場の確保と利用促進を進めます
〇 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に取り組みます

４ 介護人材対策の推進と
サービス基盤の充実・
医療と介護の連携

〇 多様な介護サービス基盤を整備します
〇 業務の効率化・外国人人材を含む多様な介護人材の確保・育成・定着に向けた取組を進めます
〇 自立支援・重度化防止に資する介護サービスをめざします
〇 医療と介護の連携を推進します
○ 仕事と介護の両立支援に取り組みます

５ 効果的・効率的な
介護給付の推進

〇 適切かつ公平な要介護認定に向けた取組を進めます
〇 自立支援に資するケアマネジメント力を強化します
○ 適正な介護報酬請求を促し、介護事業者の健全な運営を支援します

６ 住まい確保への支援
〇 居住支援の事業・取組を充実し、施設整備を含めた高齢者の住まいの確保を図ります
〇 住まいに伴う生活支援サービスの提供に取り組みます

７ 見守り体制の強化・推進
〇 地域の多様な主体の参画による見守りネットワーク事業の拡充を進めます
〇 ひとり暮らし高齢者の孤立化防止を進めます

８ 災害時等に備える体制の強化

〇 平常時から災害時・緊急時を想定し、健康面での危機管理に配慮する視点ももちながら備える
体制づくりを進めます

〇 避難に支援を必要とする方の、緊急時の避難行動に関する計画作成を支援します
〇 災害によらない緊急時にも、関係機関との円滑な連携により対応します

９ 権利擁護支援・個人の尊重

〇 成年後見制度等の周知・利用促進に努めます
〇 人生を安心して暮らせるよう老いじたくを推進します
〇 高齢者の尊厳ある生活を支援します
〇 権利擁護の促進に資する体制の整備を図ります

10 多様な主体が参画する
地域づくりの支援

〇 生活支援サービスの体制整備を図ります
〇 高齢者を中心とした地域の多様な主体が集い、活躍する拠点を構築します

11 地域共生社会を見据えた
地域包括ケアの体制づくり

〇 地域包括支援センターの相談支援機能等の強化を推進します
〇 地域ケア会議を通じて、地域の課題解決に向けた取組を推進します
○ 高齢者の地域での在宅生活を支えます

12 共生と予防を軸とした
認知症高齢者への支援

〇 認知症の共生と予防への理解を深める地域づくりを進めます
〇 早期診断・早期対応のための体制整備を推進します
〇 若年性認知症の人と家族への支援を推進します

基本目標 施策 施策の方向性
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６．介護保険事業への取組について 

（１）介護保険サービス量の見込みと介護保険料 

介護保険制度は、その創設（平成 12年）から 20年以上が経過し、支援や介護を必要とする高齢者の

生活を支える制度として定着しています。区では、「おおた高齢者施策推進プラン」を３年ごとに策定

する際に、介護サービスの給付見込みや、介護保険事業の円滑な事業運営に関する取組等についても取

りまとめをおこなっております。 

高齢化の進行に伴い、介護サービスを利用する方が年々増加していることから、介護給付費は増加

し、それによって第１号被保険者の介護保険料も上昇しています。大田区における介護給付費、介護保

険料のこれまでの推移及び今後の見込みについては以下のとおりです。 

 

①介護保険給付額（標準給付額）の推移と今後の見込み 

 

 
 

②介護保険料（第 1号被保険者）の推移と今後の介護保険料 

  

  

13,872

27,783

39,997

47,596
51,869

57,333 58,570 59,535
66,016

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

平成

12年度

平成

18年度

平成

24年度

平成

30年度

令和

3年度

令和

6年度

令和

7年度

（2025年）

令和

8年度

令和

22年度

（2040年）

（百万円）

3,070 3,200
3,900 4,100

4,900
5,600

6,000 6,000
6,600

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

第1期

平成12～

14年度

第2期

平成15～

17年度

第3期

平成18～

20年度

第4期

平成21～

23年度

第5期

平成24～

26年度

第6期

平成27～

29年度

第7期

平成30～

令和2年度

第8期

令和3～

5年度

第9期

令和6～

8年度

令和12年度

(2030年度)

令和22年度

(2040年度)

（円）

8,000円

程度

8,500円

程度

（見込み） 

（見込み） （決算額） 

●介護保険の財源は、介護サービス利用者の自己負担分を除き、介護給付費の約 23%を第 1 号

被保険者（65 歳以上の高齢者）の保険料でまかなっています。 

●第９期の保険料（基準額）は、今後の介護給付費の伸び等を勘案し、6,600円（月額）と 

なります。 

（第９期計画期間） 

音声 

コード 

推計中 

推計中 

推計中 
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（２）持続可能な介護保険制度の実現に向けた取組 

介護保険の給付額の増加が続く中、区では持続可能な介護保険制度の実現に向けて、以下のような取

組を進めています。 

また、高齢者やその家族の暮らしを支える医療・介護・介護予防・住まい・生活支援などの適切なサ

ービスが円滑に提供される「地域包括ケアシステム」について、区では介護保険制度の持続性を確保す

るという観点からも、その深化・推進に向けた取組を続けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①介護サービス事業量の見込に応じた供給の確保 

【居宅サービス及び地域密着型サービス】 

・要介護・要支援認定者の増加が見込まれる中、高齢者が要介護状態等となっても、可能な限り自宅を中心

とする住み慣れた地域において日常生活を営むことができるよう、地域密着型サービスを中心とした支

援体制の充実を図ります。 

【施設サービス】 

・有料老人ホーム及びサービス付き高齢者向け住宅が増加し、中重度の要介護者における一定の受け皿と

なっている状況を踏まえ、将来に必要な特別養護老人ホーム等の整備量を適切に定めるため、東京都と連

携し、これらの設置状況等の必要な情報を把握します。 

【地域支援事業】 

・地域支援事業の実施にあたっては、各事業の実施状況や効果を評価・検証し、PDCA サイクルに基づく業

務改善に取り組みながら、より効果的、効率的な事業運営を進めます。 

 

②円滑な事業運営 

【介護保険料収入の確保】 

・納付勧奨業務を強化するなど、保険料収入の安定

的な確保に努めます。 

【事業所の適正な指定等】 

・制度改正により新設されるサービス等の情報提

供や事業者からの相談対応を随時行い、円滑な

事業者指定を推進します。 

・電子申請・届出システムの導入等、介護事業者

の負担軽減に努めていきます。 

・事業所の開設や適切な事業運営等について事業

者を支援し、利用者が安全で質の高いサービス

を受けられるよう取り組みます。 

【介護保険制度や介護サービス等に係る情報提供】 

・要介護状態の予防、軽減・悪化の防止といった

介護保険制度の基本的理念を周知します。 

・介護予防の取組や、配食、見守り等の生活支援

など、多様な選択肢から適切なサービスが受け

られるよう、有益な情報を発信していきます。 

・介護事業所の情報等や様々な介護サービスに係

る情報を発信していきます。 

③利用者の負担軽減等 

【介護保険サービス等の利用者に対する負担軽減策】 

・月のサービス利用額が上限額を超えた利用者に

対し、高額介護（予防）サービス費や高額医療

合算介護（予防）サービス費の支給など、一定

の条件の下で支援を行います。 

【介護保険施設等の利用者に対する負担軽減策】 

・所得の低い方が施設への入所や短期入所サービ

スを利用する際に、居住費・食費等の利用者負

担額の一部について支援を行います。 

【その他の負担軽減策】 

・所得が低い方の経済的な負担軽減を図るため、

世帯の家計状況を考慮した介護保険料の減額を

行います。 

・そのほかにも、生計困難者に対する利用者負担

の軽減等、様々な支援を行います。 

各取組の具体的な内容については、 

計画書本編をご覧ください。 
音声 

コード 
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